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:案郡 大 差i昇級:1幽し學 曾
経済論叢(京 都大学)第149巻第1・2・3号,1992年,..・2・B.月
マ レ ー シ ア の 原 木 資 源 と
車前 出 伏:替 イヒ〕戦 田谷6Dl晋1題,点
中 島 健 二
{よ じ め1.{:二
熱 帯林破壊の危機 が叫ばれ るようになって久 しい。 多 くの専門家1よ,その主
因 として焼 畑 と薪炭材 の伐採 の増大 を指摘 』.i齢。 しか し,商 業用原木の伐採 に
よる影響 も無視で きない。 と りわけマ レー.::・アの熱帯 林の破壊規模 全体 に対 す
る原木伐採 の一時的影響は他地域 のそれ と,::　較 して際立 って大 きい。本稿 はま
ず この ことを検証す る。
本 稿は続 いて,熱 帯林破壊の問題 とはま.=フた く切 り離 して も,マ レーシアの
商 品材 の伐採量 がその再生量 との均衡 を欠 いてい るとい うこと,そ のため,木
材産業 が資源枯渇型産業 に とどま ってい る と1、・うこ とを検証す る。今後,伐 採
量 を抑制す るか,早 急 に造林体制 を整備 レ:1:いか ぎ り,原 木 の減 少は猶予 を許
さない状況 に きてい る。
こ うした状況 にあ って,マ レーシアの木材産業は現在,原 木輸出への偏重 か
ら加工部 門の拡充 とそれ による原木の輸出べ替 へ と,路 線 を大 きく転換 しよう
としてい る。そのね らいは,外 貨収入増,雇 用の拡大 な どの経済 的 な効果 を高
めることにある。 しか し,.そこには二つの:…li::.大:な問題 点がある。
第 一に,た とえ資源保有国の独 占的立場 か ら原木:の輸出規制 を行 って も,そ
れ を無駄 の多い加工 に回すだけでは,経 済 的効果は一一時的な ものに とどま り,
早 晩資源 の限界 にぶつか るであ ろ う。 また,た とえ廃材 を滅 らす効率加工 が進
んだ として も,そ の省資源効果 を相殺す る以.上に原木 を増産 していけば同 じこ
とである。
マレー シアの原木資源と輸出代替化戦陣.の問題点(41)41
第二 に,こ の路線 に向けての財政的 な基盤が整 っていない。現在 の ところ,
木材 加工業 は半 島(西 マ レーシア)で よ り発達 してお り,一:方,原木輸 出のほ
ぼ全量はボルネオ島(東 マ レーシア)の サ・㍉ サ ラワ.ク2州か らなされ てい る。
両州 とも加工部 門拡充 のために原木の輸 出制 限 をF/…:化しっっあ るが,域 内の加
工部 門の需 要量 を上 回 る原木の輸 出制 限.を行 うこ と.は困難で ある。 なぜ な ら,
それ は原木生産の削減 につ なが るのであるが,両 卜1..の財政カミ原木生産 に大 きく
依存 してい るとい う事情 があるか らである。 なかで も歳入の大半 を原木 に頼 る
サバ州政府 と,域 内供給の安定化 のために原木禁輸 を要求す る連邦政府 との対
立が続い ている。
マ レー シアの木材 産業は森林資源の持続的 な利用:]と両立 しなければな らない。
そのためには,第 一 に加工先進国の水準以上の加.].:,効率 を達成す る こ.と,第二
にボルネ オ2州 の財政 の木材依存 を軽減す るための新た な財源 を確保す ること,
第三 に.そ れ らを通 じて原木 の伐採量 を抑制 し,そ の間に熱帯林 の更新 と造 林
の技術 を一刻 も早 く確立す ることが必要 であ る。
なお,ボ ルネオ における熱帯 林の伐採が森 林に差;};らす現地先住 民の生活権 を
深刻に脅か してい ることにつ いて国際的 な非 難が高 濠ってい るが,こ の問題 は
本稿では考 察の外 に置かれ ている。生物種 の多様性 の保存 と併 せて第一 に検討
すべ き重大 な問題 では あろ うが,本 稿は木材産業の現 状 とい う産業上 の視点 と
連邦一 ボル ネオ2州 の政治的 な視点 に限 られ た ものであ ることをあ らか じめ断
ってお く。
1熱 帯林の破壊と消失の原因
世 界76力国 に また が る熱 帯 林 の 総面 積 は1971年掛 ら86年ま で に6.3%減少 し
た(熱 帯林 の消 滅 は西 暦2210年と計 算 され る:)。.しか し,:ド.A.0の81年報 告 で
は,全 熱帯 林19億haに 対 して 消失 面 積 は1,130方ln!i/L46.と推 計 され た(消 滅 は
西 暦2150年とい う計 算 に な る)。 さ らに,同 機 関 の':uO年報 告 に よ る と,全 熱 帯
林17億haに 対 して消失 面 積 が1,700万haノ年 と加 速 した(消 滅 は2090年 と迫 っ
42(42) 第149巻 第1・2・3号
て い る)1:,。
消 失 は なか で も26力国 に また が る湿 潤熱1{1:林ll二集 中 して い る。89年の あ る調
査 に よ る と,湿 潤熱 帯 林 の面 積8億haに 対 して消滅 面 積 は1,400万ha/年と 推
計 され た 。つ ま り,熱 帯 林 消失 の8割 が面 相 に して5割 に満 た な い湿 潤 熱 帯 林
に集 中 して い るので あ る(そ の 消滅 は2045年で あ る)4D。ち なみ に,熱 帯林 の
年 間造 林 面 積 は80年代前 半 の110万haからii…1::1年代 ニオξの150万haへ と増 えて は い
るが,消 失 の加 速化 に は とて も追 いつ けな い で い る。
森 林消 失 と.は,森林 の被 覆面 積 が 完 全 にili…iを消 す こ とを意 味 す る。 森 林破 壊
は さ らに,森 林 が著 し く劣 化 した.状態 を も斧…1む。 先 のFAOの 調 査 は 劣化 を含
ま な いが,湿 潤 熱帯 林 の 調査 で は.それ を含 ん 一1こお り,上 述 した こ とは 多分 に湿
潤 熱帯 林 の消 失 の度 合 い を過 大 に見 積 もって い る。 いず れ に しろ,熱 帯 林が 現
在,激 しい勢 い で破 壊 と消失 の道 をた ど りつ つ あ る こ とを以上 の デ ー タ は示 し
て い る。 原 因 は どこ にあ るのか 。
第一に,焼 畑 と薪炭材 の伐採 であ る。伝統的 な焼畑農法 では通常,10-25年
の長 い休耕期 が設け られ る。その間に地力1=.植相は回復:し,森林 消失 にはいた
らない。 ところが,低 い土地生産性 とここ3〔〕年 来の、尺口の激増 によって食糧不
足 が深刻化 し,死 活 をかけて森林へ と追 い込 まれブで二熱帯の低地農耕民 の多 くは,
D現 在,世 界 の森 林 消 失 の 大 半 は 南 北 回 帰 線 に は さ::….;1「「した.熱帯 林 で 進 行 し て い る。71-86年 に森
林 面 積 は 先 進 地 域 で100.2,開発 途 上 地 域(森 林 面 積:1)8割カミ熱 帯 林)で94.6,熱 帯 地 域93.7,世
界 全 体 で97.1に増 減 した 。 『林 業 白 書 』1988年,42'.」.・一・ジ計.,
FAOP1980年 世 界 の 森 林 資 源 』1981年(r林業 白書 』1.99:[年,100ペー ジ)に よ る と,世 界 の
熱 帯 林 の 消 失 面 積1,130万haの内訳 は,熱 帯 ア メ リソ;5GL,3jha.,…熱 帯 ア フ リカ367万ha,熱 帯 ア
ジ ア202万ha。90年報 告 と はFA,OP森 林 資 源 評 価 作 莱 経 過 報 告 』1990年4月(『 環 境 白書 』1991
年,19ペ ー ジ)。
2)湿 潤 熱 帯 林 と は,熱 帯 林 の な か で も,3年 の う ちIi年は どの 月 間 降 水 量 も100mmを 下 回 る こ
と が な く,年 間 平 均 気 温24'C以 上 の,.常 緑 また は.・一.部常 緑 の森 林 を指 す 。 通 常,海 抜1,300m
以 下 に 分 布 す る 。 こ の 調 査 はMyers,N.,1)げorθ511`Iil.imzRatesinTropicalForestsandtheir
ClimaticImplications,1989によ る。 原 著 者 に よ1…iそi「の 要 約 は[1コグ リ ン ピー ス レ ポ ー ト 地 球
温 暖 化 へ の 挑 戦 』 ダイ ヤ モ ン ド社,1991年,第9章}::.所収.。本 稿 壱ま こ.の要 約 論 文 を 参 照 し た。 な
お,Myersが26力 国 に あ げ た地 域 の うち,中 央 ア メ.」カは 厳 密 に}よグ ア テ マ ラ・ コス タ リカ・
ニ カ ラ グ ア,ホ γ ジ ュ ラ ス の4国 を 一 括 した もの で あ る.ま た、 ガ.イア ナ は ガ イ ア ナ 共 和 国,ス
リナ ム,フ ラ ンス 領 ガ イ ア ナ か ら な る(表 工参 照)。
マレーシアの原木資源と輸出代替化戦略:1)問題点(43)43
地 力 を奪 いつ くし,植 相 が醸 できな くな るまで燃1を 続 けるか・ あ るいは そ
こを放 牧地 にす る.現 在 世界で3-5億 人力競 熾 けで生計 を・立ててお り・
焼 畑 とそれ に起因す る山火事が輔 林消失 の粉 以.卜・の原闘 ・な ・て い る・薪.
炭材 の伐搬 疎林の枝打ちや間伐 に とどまるか ぎセい 骸 にはいた らなし'・し
か し脱 髄 を求める人 ・は同時}・注 たる燃糊 …葡 乏椛 閉鎖林で皆伐す
るまでにな った、西暦2000年には,熱 帯 と乾燥帯の農a[村地ゴ或だけで24億人が
薪炭材不足 に苦 しめ られ る.と予測 されてい る8)。
第二 に,。 うした難 産 な伐開でぽな く'政 府 ・公・蝶 に よる計画的 膿 地
.腔 醗 がある.こ れ は しぼL4t:,A畑予簿 ともいえる低地 の蟹 や蹄
都市 の住 民の大規模 な入植 ダ・等の基盤 幣;肇….;ピ一体 にな・た ものであ る・
第三 に,民 間蝶 駐 体 とな。て進 め られ る関野 凝 議LUの 採掘激 牧
場 の整地 用材 の集中伐採,そ してそれ らに ～・晶 憤 型通齢 離 が この な
かに含め られ る。用材 とは工業 冊 ・加工 され るた め・::・イ蘇 計 ・綱 木(木 製 品
の素材であ る原木 と紙製 品の素材であるバノレプ材が1・1・心 とな る)を 言い・薪炭
材 と区別 され る.鉱 物 畜肉輔 材お よびそオ・ら鰭]二 品の大半iま輸 出を 目的
として生産 され てお り,そ の点 において これ らσ …姻 はその輸入国 と直接 に関
連 づけ られ る。
しか し,ひ るが え。て焼 畑や鍬 形 ・伐採 を純糊 ・熱帯のノ・・の責任で ある
と決 めつけ ることはで きない.な ぜな ら,資 源蹴 眺 めに密林に網脈上 に造
られ る道路 を伝 う。とな しには,多 くの人 ・が熱 ・ )閉鎖林の奥深 くまで入 り
込む ことは騰 だか らであ り,ま た,用 材伐採 の跡地 その ものが焼 畑地 として
利朧 れ るか らで ある.用 材伐採 の増ナ・が焼 畑の増大 を ともな・た とす る擁
は少な くないの。
3)焼 畑騰 帯ア.,カ の消失原因 の35%,*Mア ・ リカの7!%縣 寺アジアの49%とな ・ている・
、、『鰭 磐 理 舅 畷 賄 一,世界、然購 金・.　… 板 締 林膿 ・本・
木 材 貿 易 』 築 地 書 館,工989年,32ペ ー ジ,他,多 く見 られ;i2。
44(44) 第1.49巻 第11・:i.引3-弓・
11マ レー シア の原 木 生起liの森 林 へ の影 響
87年の 開発 途 上 国 地 域 の木 材 総 生産 量は.1.、838(:1.0〔)万㎡,以 下 同)で あ った
(薪炭 材1,451,用材387)。そ の うち湿潤:萎…ll帯林 をi抱え る26力国 は1,095を生 産
した(薪 炭 材876,用材219)。いず れ も薪 〃1:材の割'1斎は8割 前後 で あ る。 一 方,
先 進 地 域 の木 材 総生 産量 は1,514(薪.炭材21…il旨il,用材=L.246)であ った 。 薪炭 材
の割 合 は2割 未 満 で あ る5)。
そ の な か で26力国 に属 す るマ レ ーシ アの1:…1・異 な状況 が 目を引 く。表1(f,
9の 項)を 見 る と,89年の 用材 生 産 が:薪炭 材 生 産1を1上回 って い るの は,主 要 生
産 国 の な か では マ ン ー シアだ け で あ る(薪 炭 材.8.3,用材42.3)。しか も,用 材
の 比 率84%は 先 進地 域 に匹 敵 す る。 同 国の生 産 の26力国全 体 に 占 め る比 率 は,
薪炭 材0.9%に対 して用 材17%で あ った。
こ こで各 国 の 総人 口数 を見 る と,薪 炭材生 産 量:と.総人 口 との間 に はか な りの
程 度 の相 関 性 が認 め られ る(表 〕.,e、f)1,した.が.って,総 人 口が 少 ない マ
レー シア で薪炭 材 の生 産量 が少 な くな るの1:il当然 であ り,こ の国 の不 均 衡 と も
い え る生 産 の 状況 は薪 炭 材 の少 な さで ぽ な く、 用 材 の 突 出が もた ら した もの で
.あ る。
それ は マ レー シア の熱 帯 林破 壊 お よ び商 品材 の 更新 に どれ ほ どの影 響 を与 え.
て い るのか 。 以下,推 算 してみ る。 な おマ 】.・…シ アの場 合 用 材 の96%前後 が
原 木 で構成 され て お り,以 下 の 検討 も熱 帯 林破 壊 と原 木 生 産 の関 係 に 的 を 絞
る6)Q 、
5)FAO,YearbookげForestProducts,198乳
6)熱 帯林業の概要についての参照資料 は以下の通 りである。半 齢ブタ・ミガキ科林の立木数につい
てぽ荻野和彦 「熱帯林ほ再生司'能か」 『公害研究』:.9901F4月号,51ページ。サ ラワクのフタバ
ガキ科林の蓄積量につい ては篠原武夫 『東南アジア ・7['一ピア.・ちアの林業』地球社,1981年,149
ペ ージ。フィリピン,イ ン ドネシア,マ レーシアの原木伐採に」=る破壊率 と伐採後の更新につい
ては,依 田恭二 「破壊と消失」四手井綱芙,吉 良竜夫監修 『熱帯雨林 を考 える』人文書院,エ992
年,所 収 イブ リン ・ボン(北 井一価訳)『 サ ラワク9)先住民一一・一消え煙 く森に生 きる』法政大
学出版局,1989年,第10章。半島のhaあ た り伐採::lill:之本稿表2参 照。サ ラワクのhaあ た りの
伐採量はイブリン ・ホン,前 掲書,第8章 。商品材の成長量につ1・ては 「半島マ レーシ7の 森/
マレーシアの原木資源と輸出代替化戦略の1≡』『題点(45)45
熱 帯 広 葉樹 の主 要 な伐 採地 は,優 良 な フタバ ガキ科 の樹 種群 が優 占す る低地
の常 緑 多雨 林(湿 潤熱 帯 林)で あ る。 この森 林 には 胸高 直 径45cm以 上 の 商
品 材 はhaあ た り10本前 後 あ る。 その 商 品材 蓄 積 量(:出荷 段 階 の生 産 量)は 約
90ms/haと推 定 され るの で,1本 の材 積 は平 均 で約1≡lrnI!とな る。 径 級 は お よ
そ45-120cmに分 布 して い る。径 級 が 大 き くな る に ・.:)れて材 積 も大 き くな るが,
本 数 は減 って い くの で,径 級 分 布 の 中間 値 であ る80cn〕前 後 の商 品材 が材 積 の
平 均値9m3を 有 す る商 品 材 で あ る と.考え られ る。
haあ た り10本を越 え る伐 採 は め った にな い。 諸f亨i.を見 る と1伐 採 本 数 は4.5
-6本ほ どで,そ の作 業(道 路 建 設,伐 採,搬 出,集 材 な ど)に と もな って,総
立 本 数 お よび森 林 面 積 の25-40%が少 な ・:とも一 時 的 に破 壊 され る。10本以 上
の伐 採 で は破 壊率 は40-50%とな る,,ここでは 択 伐 本:数:を5本 一時 的 破 壊 率
を30%と 仮定 す る。径 級 の大 きい商 品5本 が優 先 し層.(:択伐 され た と考 え る と,
お よそ60cmを 越 えた 径級 の商 品 材 が択 伐 の主流.i:.なる と,.考え られ る。
表2か ら,80年代 中期 の半 島 のhaあ た り伐 採:量;:　約455meと割 り出 さ れ
る7)。ま た,70年 代 末 の サ ラ ワ クの伐 採 量 を44mEllhaと推 定 す る資 料 もあ る。
択 伐材1本 の材 積 は 約8maと な る。 これ は径 級8(:lc:mの商 品材 で あ る。 要
約 す れ ば,haあ た り径 級60cm以 上 の商 品材5本.が 択 伐 され 、 そ の 平 均 は
80cm,総 材積 は45me,そ れ に と もな う一 時 的 な砺:壊面 積 は…森 林 の30%と な
る。 これ をマ レ ー シ アの伐 採 状 況 と仮 定 す る。
破壊 跡 は数 年 で 生 長 の早 い 低 木 の先 駆 種 に覆 われ.ii・。遅 れ て商 品樹 種 が 発 芽
し,そ の 径級 は40-60年で45cm,90年 で80,cm,].:2iO年で1mに 成 長 す る。
しか し,こ の天 然 更 新 は い くつ かの 障害 を と もな う,,第二・に,伐 採 作業 が破 壊
＼林資源」 『熱帯林業』1979年第54号,15ペー ジ,「 サバの森林li署源.」r熱帯林業』1980年第55号,
51ペー ジ,柳 文治郎 「南洋材資源を守るために」 『熱帯林業』198Cト年第58号,47ペー ジ。
7)表2を 見る と,70年代の半島の伐採量 は約27皿8/haであっll:;から,BO年代にそれ`ま大 着く増
大 した ことになる。資源の減少が目立ってきた半島では,70=(…借 家:さ・ら伐採面積が大幅に縮小 さ
れた。単位当た りの収穫量の増大は,そ れにもかかわ らず伐i田…総量 を維持するためではなかった
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h,iは 本稿 第2節 の マ レー シア の仮 定 を す べ て の 国 に 適 用 し て 計 算 。
ス リナ ム,,eはガ イ ア ナ,a,f,9は ガ イ ア ナ,ス リナ ムの 合 計 。b,c
回 ってい る。
aがbを 上 回 って お り,統 計 に 疑 問 が 残 る。
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資 料 原 木 生 産 量 は 表5一].参 照 。
70年代 の 伐 採 面 積 は.Fisk,E.K.,∈:1.,…kL.eds.,PoliticalEconomy
ofMalaysia,OxfordU.P.,1982,p..35,tablet-7,
80年代 の 伐 採 面 積 はr東 南 ア ジ ア要 覧.』1.985,86,89各年 版 。
跡 を集 中 的 に生 じさせ た場 合,土 壌 の大 量 流1上:iが発生1する。 第 二 に,伐 採 跡 が
そ の後,焼 畑 や 薪炭 材 の伐 採 に利 用 され る1,いず れ も破 壊 か ら消 失 にい た る過
程 とな る。 更新 途 上 の二 次 林 の伐 採 の 際 に含1}li≡三の 障害 が起 き る危 険 が あ るが,
それ につ いて は後 述 す る。
89年の マ レー シ アの 原木 生 産量 は4,100フ::1]=1主旨3であ った。 同 国 の湿 潤熱 帯 林
/全 森 林 の面 積 比 率 は8割 ほ どで あ るが,伐 採 は商 品材 の蓄 積 が 多い湿 潤熱 帯
林 に 集 中 してお り,こ こでぼ原 木 がす べ て 二…i㌔:二で伐採 ざれ た もの とす る。 この
生 産 量 に上 の仮 定 を適 用 す る と,伐 採 面 積im万ha,一 時 的 な破 壊面 積27万ha
マレーシアの原木資源 と輸出代替化戦IQc)問題卓誤(49)49
が 導 き出 され る。 つ ま り,も っぱ ら原木.の伐 採 に よ.ゲ(:盟万haが 一 時 的 に破
壊 され た こ とに な る8)。80年代 末 の湿 潤熱 帯 林 のll}…r失面 積 は48万ha/年で あ っ
た(破 壊=著 しい 劣化 を含 む)か ら,全 消 失 面積:伐 採 に よ る呼 時 的 破 壊面 積
=100:56とな る(表1,h,iの 項 は原 木 では;:∫:・ぐ.1用材:生産 量 を も とに し
て い る)。
マ レ ー シアの 湿 潤 熱 帯林 の面 積 は1,570万haで,i1〕i邑在 の消 失 ペ ースが 続 く と.
あ と30年と少 しで消滅 す る。 しか し,原 木 伐採 が それ に;与え る影 響 は 明確 に数
量 化 で き る もの では な い。 なぜ な ら,一 時 的 な破 壊 跡 が どの程 度 自然 に(あ る
い は人 の 手 を借 りなが ら)回 復 してい くか を示 す デ ータ が ない か らで あ る。 し
た が って,全 消失 面 積:伐 採 の一 時的 破壊 面 積 のi幾!値56%が有 意 とな るの は,
他 の原 木 伐 採 国 との比 較 にお い て で あ る。
89年に36.7の原 木 を生 産 した イ ン ドネ シア の湯 釜…1.,湿潤熱 帯 林 の 比率 は8割
に満 た な い が,マ レ ー シア の仮定 をそ のま ま適 用1'i.'ると,・一時 的 に破壊 され る
湿 潤 熱帯 林 の面 積 は24万ha,こ れ は年 間 の消 失面iii睾i.1207ihaの20%でしか な
い。 同様 に,世 界 最 大 の広 葉 樹 原 木生 産 国 ブ ラ ジ〆.・でぽlo%,ア フ リ.力最大 の
生 産 国 ナ イ ジ ェ リア の比率 は13%と な る(原 木 で}1…:.なく用材 生 産 量 を も とに し
た。表1参 照)。 湿 潤熱 帯 林 の 割合 は全 森 林面 積 の ・.i≧れ それ4:〕%,20%であ るか
ら,こ れ らの比 率 で さ え おそ ら くは過 大 な数 値 で}ii)る。
以 上 の考 察 か ら,マ レー シアの 熱帯 湿 潤 林 の破 壊 に与 え る原 木 伐 採 の影 響 は,
あ くま で他 地 域 との 比較 と してで あ るが,無 視 でi…i.ない もの で は ない か とい う
推測 が成 り立 つ 。 少 な くと も言 え る こ とは,世 界 の熱:帯林 の減 少 につ い て一 般
的 に焼 畑 とそれ に と もな う山火 事 が 第一 の原 因 で あ る と指 摘す る場 合,マ レー
シア にお い て そ の指 摘 が 妥 当 で あ るか疑 ってみ る必 要 が あ る とい う こ とであ る。
先 に述 べ た よ うに,破 壊跡 の 更新 には二 つ の障 害 が と.もな う。 つ ぎに,第 三 の
障 害 の懸 念 に触れ てお く。
＼





まず,現 在 の原 木 伐 採 の ペ ー.スが 今後 の 醍品材 の更 新 に与 え る影 響 を み る。
90年の マーレ ー シ アの総 森 林:面積 は1,917万1.【a(:半島627万,サ バ444万1サ ラ ワ
ク846万)で あ る。 そ の う ち原 木 伐採 が可 有iiであ るが,森 林 のま ま 保 全 され る
こ と と され た生 産 林 の面 積 は917万ha.(半.職390万,サ・ミ267万,サラ ワ ク360
万)で ある。 これ に,生 産 林 以 外 で伐 採 が'≡1不能 でlli)るが,必 ず し も保 全 の必要
が ない森 林 を合 わ せ と1,576万ha(各437万.,376万,763万)とな る。 しか し.
と りあ えず,こ れ を更 新 す べ き最大 の面 積 と仮定 す る9㌔
90年のマ レ ー シア の.原木 生 産 量 は4,010万m5;で凌)つた(半 島1,282万,サバ
844万,サ ラ ワ ク1,884万)。45ページの仮:1:ilから伐採 面 積 は89万ha(半 島29万,
サ バ19万,サ ラ ワ ク42万)と な る。原 木 が 今後 す べ て上 に分 類 され た森 林 の み
で伐 採 され,そ の 伐採 状 況 に変 化 が ない と,する と,伐 採 周 期 は それ ぞれ15年,
12年,18年と な る(伐 採 可能 ・かっ 更新 す べ き最大 面 積/年 間 伐採 面 積)。 ま
た.そ こか ら,現 在45cm以 上 の径 級 の 商{=齢†は,も.,と も長 くて30年,24年,
36年で す べ て伐 採 され る と予 想 され る(:1.i[li:の伐 採 で10本の う ち5本 が 択 伐 さ
れ る とい う仮 定 に よる)。
さ らに,24-36年以 後 に発 芽す る商 品 材 に::すべ て,径 級30-40cm以 上 に成
長 す るま で に伐 採 され るこ とに な る。 これ.S1:原木 の利 用価 値 を著 し く損 ね る1。)。
しか し,以 上 の 予測 は伐 採後 の未 然 更新 に.1:ヨ:1の障害 も生 じない とい う前 提 に立
って い る。12-18年の短 い周期 で二 次 林 をlijil採す る際 に 懸念 され る のは,疎 略
な伐 採 作業 に よ って それ 以 前 の破壊 跡 に生 長 した若 木 が繰 り返 し破 壊 され る こ
とで あ る。 それ ぽ土 壌 の疲 弊 を増 し,ま た焼 畑 に ます ます道 を開 く こ とに な る。
更 新 が 不 完全 で あ る と,生 産 林は減 少 し,そ れ が ま た伐 採 間 隔 の縮 小 を引 き起
最 新 の 森 林 面 積 は 山 口彰 「マ レ ー シ ア に お け る:i{1:塵研 究 」.『熱 帯 林 業 』 ユ989年第15号,13ペ ー
9)90年 の 森 林 面 積 はYearbookof.Malaysia.199〕,ノ1朋2`αEβ.utietinofStatistf`s,Sabah.1990.
AnnualStatisticalBulletin,Sarawak,Ji・,Belヨ⊂).,"Th・笛 。picalF・re・r:P・・・・… 。fEx・
ploitationandTrade',.SingaporeJourn`!lof:1.TopicalGeography.2(2).1990にも とつ く 。
1の 近 い 将 来,伐 採 材 の 直 径 が30C皿 台 に な る と す..ii予測 は 他}こ.もあ るQ黒 田 洋 一 フ ラ ン ソ ワ9
ネ ク ト ゥ ー 前 掲 書,42ペ ー ジg
マレーシアの原木:資源と輸出代替化戦【.fの問題点(51)51
こす とい う悪循 環 が生 まれ るm。
も う二 度,仮 定 を繰 り返 す と,90年 の伐 採可 能 林 に は平 均 して 直 径45cm
以 上 の商 品材 が10本/haあ り,択 伐 材5本 の平 均'こ埴 径80cmで あ る。 直 径
が発 芽 後45cmに 成 長 す る まで に早 くて40年11:h:mにi産す るま で には90年
か か る。 今後,平 均80cmの 径 級 で生 産 を確実}、::持ll培してい くた め に は,伐
採 後 の 更 新 が順 調 で あ る として,周 期 は50年程 度 に設定 寄れ て い な けれ ば な ら
ない 。50年 と して,年 間伐 採 面 積 は マ レー シ ア全Psで32万ha.とな り,haあ た
り45meの 伐採 だ か ら,伐 採 量 は1,440万maとな ξi・。90年 の 伐 採 量 は この28
倍 に相 当す る。
現 在,10年 程 度 の 伐 採 間 隔 を可 能 にす るア カ シア種 な どの外 来早 生 樹 種 の植
栽 が さか ん に試 み られ て い る。 それ は,原 木 の再 生量 とイ荒操 重 との 均 衡 が大 き
く崩れ て い るか らで あ る。 た だ し,こ う した植 栽1::=.は,外来 遺 伝 子 の 導入 に よ
る生 態 系 の変 化 の 懸念,既 存 林 を皆 伐 した後 に 実施:するた め にか え って現 地 住
民 との 摩擦 を起 こ しや す い こ と,径 級 が小 さ く合.旗竿 の 加工 に は不 適 で あ る こ
と,な どの 問 題点 が指 摘 され て い る。外 来樹 種 も含 めた 人 工更 新 や 造 林 の問 題
につ い ては 本 稿 で は これ 以上 検 討 され な いが,そ う した 試 み と と もに,原 木 の
伐 採 量 を抑 制 す る とい うよ り確 実 な方 法 を とる こ=.とが もち ろん望 ま しい で あ ろ
う。 以 下,こ の問 題 を探 って い く。
IIIマ レ ーシ ア の木 材政:爵…i.の転 換
世 界 の熱 帯材 輸 出 に 占 め るマ レー シア とイ ン ド.ネシ ァの シ ェアは 合 わ せ て,
原 木77%,製 材64%,合 板 ・ベ ニヤ79%で あ る(:1i…6年)。70年代末 か ら こ の 中
枢地 域 に大 き な地 殻 変 動 が起 きて い る こ とは よ く知 られ て1.・る。 まず,イ ン ド
ネ シアの変 化 につ い て 見 てお く。 そ れ は マ レー シ.アのオ;材産業 の構 造 変 化 のモ
デ ル とな り,そ の 問題 点 を探 る うえで大 きな参 考.と,なるか らで あ る。
11)87年 上 半 期 の 半 島 の 伐 採 面 積15.9万haの う ち,65%はIllil開発 林(1。gged-overforest)であ
った 。InformationMalaysia,1988Yearbook,p.351.
52(52). ,第149巻 第11:;:・3号
イ ン ドネ シア は70年代 に広 葉樹 原 木 の世界 最 大:の輸 出 国 で あ った が,そ の輸
出量 は78年を ピー ク として,81年 か ら急 落 した 。 そ の理 由は,合 板 輸 出 の促 進
のた め に;78年以 降,原 木 と製 材 の輸 出 が規 制 され た こ とに あ る。85年に原 木
が 全 面 禁輸86年 か らは製、材 が部 分i禁輸 と,なった 。 それ は森 林 開発 権 所 有 者 に
よ る合 板生 産 の増 大 を促 した。合 板 の輸 出1.号:82年に世 界 最 大 に,86年 に は世 界
の 半 分 以上 に達 した(表3)。



























































































































































しか し,合 板生産の急増 は,原 木の国F㌧供給 を義 務づ け られ た森 林開発権所
有者 がその権 益 を保持す るために合板 に投資す ると丸、・う受け身 の姿勢 か ら開始
され た。政府 として も,従 来の加工国か ら:iil;産過程 を奪 うた めに原 木輸 出 を規
制 したので あ り,加 工 の効率化 と原木供給.の抑制 をめ ざしていたわけでぽなか
マレーシアの原木資源と輸出代替化戦略の問題点(53)53
つた 。82年の計 画 では,.原木 輸 出 が停 止 され る85年以 降 も,製 材 と合 板 へ の原
木 供 給 量 をそ の後 の4年 間 で36%増 や す こ と とされ た(実 績 は54%増)12)。
しか も,原 木 の 国 内供給 量 に対 す る製材 と合 板1::)総生 産 量 の比 率 は78-80年
の49%か ら85-87年の47%へ とま った く:の横 ばい::iゴ示 して い る。 この こ とは,
加 工 工 程 にお い て 出 て くる廃材 量 を減 ら し,付 加価 値 を高 め るた めの 加工 技 術
が この 間 に 向上 して い な.いこ とを示 す 。 わ が 国や:i皐湾 の メ ・ーカ ーの比 率 は 合板
で65%か ら82%,製 材 を含 め る と90%にまで 達す.:ii!l≡;)。イ ン ドネ シ アの先 の比
率 は 製材 を含 ん で い るが,製 材 の歩 どま りの 方 が一..…般 に高 い こ とを考 えれ ば,
合 板 の効 率 化 の技 術 が か な り劣 って い る こ とは 明Ii}かで あ ろ う。
原 木供 給 と合 板 生 産 の均 衡 は92年頃 か ら崩 れ で.・く:とい う予 測 もあ り,80年
代 末 よ り大 手 合 板 業者 の森 林 開発権 の 獲得 競 争 が 激 化 し始 め た。 今後,原 木 供
給 コス トの上 昇 の輸 出価 格 へ の転 嫁 が予 想 され るが.,生産 の効 率化 を図 らな け
れ ば,輸 出 競 争 力 は しだ い に落 ちてい くで あ ろ う,:政府 は88年に既 存 の合 板 工
場 が 当分 の 間十 分 で あ る と判 断 し,新 規 工場 の ラ.イセ ソス発 給 の停 止 を決定 し
た。 翌 年,木 材 製 品輸 出 業者 か ら徴 収 す る造 林;!i…i金を90年ま で に原 木1maあ
た り10ドル に引 き上 げ る(現 行4ド ル)こ とを発 ・…iiiiし、,森林 の 育成 資 金 徴収 制
度 の強 化 を打 ち出 した。 原 木 と製 品 の不 均衡 が原 木 の枯 渇年 限 を早 め る こ とへ
の政 府 の危機 感 が表 れ て い る1%
一 方 ,マ レー シ アで は イ ン ドネ シア とは対 照 的:こ,80年代半 ぼ ま で原 木 の輸
出/生 産 比 率 が上 昇 した(75-77年の55%か ら85..・…87年の66%へ)。 製 材,合
板 と もに原 木 の輸 出代 替 の役 割 を担 い始 めた とは1ρい が犬:::い(表4)。しか し,
そ の こ と よ りも留 意 しな けれ ば な らな い のは,こ.:;)時.期の・半島 サバ,サ ラ ワ
クそれ ぞれ の生 産 と輸 出 の動 きが相 互 に大 き く異 な:'ブ(いた こ とで あ る(表5
12)本 山 芳 裕 「イ ン ドネ シ ア 合 板 産 業 事 情 」 『熱 帯 林 業 』198　.年第84号1.・5ペー ジ,裏3。
13)黒 田洋 一,7ラ ン ソ ワ ・ネ ク ト ウ「 前 掲 権F,98ペー ジ!,.13QrlにoRe.view,2(2),工99工
14)原 木 供 給 と合 板 生 産 の 均 衡 に つ い て は 佐 藤 翼 「イ ン ドネ.;.'ア・合 板 産 業 の 問 題 点 」r熱 帯 林 業 』
1987年第9号,10-12ペ ー ジ。 イ ン ドネ シ ア 政 府 の88年 のオ.:材政 策"まr:東南 ア ジ ア 要 覧 』1988年
版,〔7-19〕 ペ ー ジ。 同 国 の 合 板 業 界 に は マ レ ー シ ア領 ボ ノ;・ネ オ か ら原 木 を輸 入 して 日本 へ 合 板
輸 出 す る 計 画 もあ る。 『日本 経 済 新 聞 』1999年9月6日 。
54(54) 第149巻 第 い;i;・3号














































































































































































































*ベ ヨ ヤ は合 板 加 工 用 をの ぞ く
一1,2,3,4,5)o
半 島は合 板生 産 の中 心 地 で,76-85年に『・rレー・シ アの合 板 の79%を生 産 した 。
従 来 よ り原 木 の輸 出規 制 は 厳 し く,8E5年にそれ は 全面 的 に禁 轍 な ・た15'・し
か し,加 工 部 門 の主 力 は製 材 であ り,付 加 価値 の よ り高 い合 板 の製 品化 率(合
板生 産/原 木 生 産)は76-8・年 ρ ・2%から3]・一愚5年 の・r%へとそれ ほ ど伸 びて
は い ない(合 板 の原木 換 算率=250%)。 ・1;・.ドネ ・7アで は 同 比 率は この 間 に5
%か ら31%に上 昇 した。
ボ ル ネオ2州 は76-85年に マ レー シ アの,〕il〔:木:の2./3を生 産 した が,そ の9
、5)従来よ り主要 な・・樹種の原,構 全i酌 に輸出禁・Lll:・油 ・て鋤 ・76年より.他樹種について も16
イγチ(約41c皿)以上の径級の原木が禁輸 とな・;;IF;::.Q.篠原武1夫i,前掲審144ペ ージ。
マレーシアの原木資源 と輸出代替化戦略の問題,罵義 (55)55




































































資 料 マ レ ー シ ア:FAO,YearbookofForestProdu.CCs.
サ バ=AnnualBulletinofStatistics,
サ ラ ワ ク:AnnualStatisticalBulletin,
半 島1マ レ ー シ ア ー(サ バ 十 サ ラ ワ ク)


































































資 料 マ レ ー シ ア:FAO,YearbookofForestProdulcts,
サ バ.AnnualBulletinofStatisi;1C9,
サ ラ ワ ク:An皿ualStatisticalBulletin,
半 島2マ レ ー シ アー(サ バ+サ ラ ワ ク)
註)83,84年 の 半 島 の 数 値 は 統 計 処 理 に 疑 問 淋 残 る。
56(56) 第149巻 第1.ii・3号
































































単 位=100万 リ ン ギ
資 料 マ レ ー シ ア;FAO,YearbookofForest]II】・.1)ducts,
サ バ=AnnualBu且letiaofStatistics,
サ ラ ワ クAnnualStatisticalBulletin,
半 島;マ レ ー シ ア ー(サ バ+サ ラ ワ ク)











































資 料 マ レー シ アFAO,Ye.arl)ookofFo.rest】
半 島70;国 運 『ア ジ ア太 平 洋 統 計 年 鑑 』
72-85:MonthlyIndu.strialStatis噴
の 統 計 の換 算 率 に した が ゲ
ボ ル ネ オ2州=マ レー シ ア ー 半 島





:、…;(72…80の単 位 は1.000m3であ る が,82年











































































単 位:輸 出 量 原 木,製 材:1,000maべ.ニ ヤ,合 板 二1,00011=2聖(厚さ5m:皿)
輸 出 額100万 リ ンギ
資 料A皿ualBulletinofStatistics
割 近 くを輸 出 す る な ど,原 木 の輸 出指 向性 は きわ め て高 か った。 た だ し,サ バ
で は原 木 の生 産 と輸 出 が76年に大 き く跳 ね あ が っ:i:τ後,輸1±1が漸落 し.か わ っ
て79年か ら製 材 とべ 昌や の輸 出が増:大した。78年に輸 出 に回 され る原 木 の ロイ
ヤ ル テ ィを大 幅 に引 き上 げ た結 果 で あ る16)。一:方,サ ラ ワ クでは76年以 後,原
木 の 生 産以 上 に輸 出が 続伸 し,そ の輸 出/生 産 比 ≡……≡:は76年の66%か ら85年の93
%に 膨 れ あ が った。 そ の結 果,製 材 と合 板 の輸 出1.31むし ろ低 落 した 。 この サ ラ
ワ クの推移 が先 に示 した マ レ ー シア全 体 の推 移 を規 定:するか っ こ う とな った の
で あ る。
この よ うに,半 島,サ バ,サ ラ ワクに は,そ れ ぞれ 別 々 の方 針 を も った 木材
産業 が あ った 。半 島 の原 木 生 産量 は相 対 的 に少 な も その ぼ ぼ 全量 を域 内加工
部 門 に回 して い た 。 しか し,合 板 や家 具 等 の高付.;:.1:価値部 門 を育成 す る明確 な
政 策 が 打 ち 出 され る こ とは なか った。 一一方,ボ ル ネオ2州 の原 木生 産 量 は 相 対
的 に 多 く,そ の輸 出指 向性 は きわ め て高 か った。
連 邦 体 制 を とる マ レ ー シア では,天 然 資 源 の主 権 ば 各州 に属 す る。 ただ し,
半 島 各 州 の権 限 は 連邦 政 府 の意 向 を強 く受 け,完.:ii…=に独12:Lたもの で は な い。.
16)Sullivan,A.,etal.eds.p(万物7πθ別orσ'勿8H配or:y(ゾ51匡話.`:1二.1].8{31-1981,p.328,荒谷 明 日
児 「我 が 国 の 南 洋材 需 要 と産 地 の 動 向 」 『林 業 経 営 』 第41卑…il:ililll号...1998年。
58(58)r第149巻 第.1・2.・3号
一 方 ボルネオ2州 が有す る土.地お よび目1騰の権限 は特別 に憲法 に よって保護
.されている。70年代末か らの木:材産業の蟄積 の玉萱と、,・は この制度的 な枠組の なか
で生 じたの であ る。
各地域の木材産業 の開発戦 略の足 並み ・ぎ:.そろえよ うとす る試みは,86年のマ
レーシア中長期工業基本 計画(86-96)(1::策定か ら始ま った。 同計画は資源依
存工業か ら7業 種,非 資源依存工業か ら5業 種 を優 先工業 として指定 し,そ の
開発戦 略 を定 めた ものである。 どの業種 も輸出指 向,国 内市場指 向のいずれか
に分類 され るが,木 材工業ぽ輸出指 向型 の資源依存業種 として優先工業に指定
され た17)。.
基本計画の なかで注 目され るのは,サ ・{;}はびサ ラワクを含む各州 に帰属す
る権利 を侵害す る ことな しに,全 計画 を遂 行す るための機関(マ レーシア木材
産業庁)の 役割 を強め る,と された点 であ.る。 それ はサバ,サ ラワクの主権 を
あ らためて確認す る一方 で,原 木輸 出依存:からの脱却 と高付 加価値部門の成長
とい う点 において,木 材政策 にマ レーシア全体 の統一{蓬ヒを与 え ようとす る もの
であ った。
基本計画は,木 材工業の課題を,3,000　:二ものぼ る零細 な操業単位 の効 率 的
な再編 によって加工部 門の合理化 を図 るこ=,と,具体 的には,半 島に家具 コンプ
レ ックス,サ バ,サ ラワクに木材 製品全般の一貫生産基 地 を数 ヵ所建設 し,製
品の高付加価値化 に努 める こと、 その うえで家具,建 具 ・モ ールデ ィングの最
優先 品 目の輸出 を振興す るこ ととした。95『三1の輸 出 目標額 は木材製品(製 材,
ベ ニヤ.合 板,そ の他 パネル製品)が24憶M$,最 優 先品 目(家 具,建 具 ・モ
ールデ ィン グ)が16億M$,う ち家具 のみ..ilil.・L.1億:Ml$と設定 され た。86年の総
輸 出額が木材製 品16億M亀 家 具のみ で5,6〔〕1:)万:M:$であ ったか う,最 優先 品 目
につ いては相当に野心的な 目標が設足 され た.ことがわか る。家具部 門の中心が
半島 に置かれたのは,そ れ ま で相対 的 に7[II:業の基盤が整 っていたか らであ




84年の木 材 加 工 業 の付 加 価 値 額/産 出額 の・比 率 　i::32;O//7,家具 の 同比率 は39%
で,製 造 業全 体 の27%を上 回 って い る。 ま た,同 年 の 木材 加 二[二・家 具 を合 わ せ
た雇 用者 数 は製 造 業 全体 の15%を 占め て い る、 同∠II::に生 産 され た原 木 の49%の
み が 加工 に回 され て いた の で あ るか ら,今 後 加工 導:を高 めて い け ば,付 加価 値
と雇 用 の 一層 の拡 大 に資す る と ころは大 きい1旨3)。
しか し,製 造 業 全 体 との比 較 に おい て高 付 加価 値 菜 種 であ ～;～とい って も,80
年 代 初 め の半 島 の木 材 加工 過 程 で は原 木 の40%ま で が無 駄 に され て いた 。 同期
のサ バ では 約50%で あ る10)。これ は先 に見 た イ ン ドネ シアの 比率 に近 い。 加 工
化 が 進 む ほ ど高 度 な技 術 を必 要 とす る。 合 板 生 産 で 劣 る半 島 の 加工 効 率 が イ ン
ドネ シ ア よ り高 い とい って も,今 後合 板 や 家 具 等 の 加工 イヒを進 めれ ば,加 工 効
率 は む しろ低下 して い く可能 性 が 強 い。 次 第 で見li…1ように,実 際 に80年代 末 に
それ は 低 下 して い った。
加 工 部 門 の合 理 化 とは,廃 材 を減 らし,原 木輸 出以 上 の付 加価 値 を生 み出 す
こ とで あ る。 今 の ま ま合板 や家 具 を増 強 す るのは,そ れ を不 十 分 に す るば か り
か,資 源 の枯 渇 を早 め て しま う点 か らも望 ま しい こ:～::1では ない 。85年の木 材 加
工 業 の総 雇 用数 に 占 め る専 門 ・技 術者 数 の比 率 は:矛:=ずカ・〔L3%(製造 業 平 均 で
4%)で あ った。 そ こで基 本 計 画 は95年ま で にそ の 数 を1.0倍,比率 に して9.6
%に 引 き上 げ る(製 造 業 平 均:3.9%)構 想 を立 て た4.n)。そ して,加 工 技 術 の
向上 を通 して,原 木 生 産量 を95年に2,300万m3まで減 らす こ とが 目標 とされ た
(85年に2,800万me)。
基 本 計 画 を受 け て,変 化 は87年頃 か ら始 ま った 、,87年に再 度,輸 出用 原 木 の
ロイ ヤル テ ィの 引上 げ を行 ったサ バで は,翌 年 か ら:生産 量 の削減 とそれ 以 上 の
輸 出 抑 制 とい う効 果 が 顕著 に現 れ 始 め た。90年に は サ ラ ワ クが現 地 の製 材 ・合





た 。 州 政府 は95年まで に それ を54%に ま でiil……ぎ」=:げる と強 気 の 姿勢 を見 ぜ,ビ
ン ツル に木 材 加 工 セ ン タ のー 建 設 計画 も進 めて い る22%サ ラ ワ クに と って は こ
●
れが木材産業 の本格的な転換 を画す もの とな:る。
一方,従 来か らの加工生産 の中心地 である.半島は,セ ラソゴール州 などに4
つの家具 コンプレックス を建設中であ る。.iili那政府 は89年9月には ラタン原木
の禁輸 を発表 し(実 施 は12月),翌年3月 にば,製 材輸 出に輸 出課徴金 を課 し,
一部 に輸出割当制 をとること(6月 実施)を 発表す るな ど、 家具等の最優先 品
目の育成 を本格化 させた(対 象は半 島各り..II)Σ12)、,
IV原 木 の輸 出代替1「1:;戦略の問題 点
86-89年に原 木 生 産 量 は37%増 大 し,4:、:1.1〔〕1万1 131,こ=達した 。 この 調子 で い く
と,95年の生 産 量 目標(2,300万m')は達 成 され ない で あ ろ う。 た しか に,同
期 間 に原木 輸 出量 は11%増 に と どま り,製iiil加工 率 は上 昇 した(36%か ら49
%)。 加 工 部 門 の生 産 と輸 出 は 数年 間 の停 淵=:を脱 して,87年 前後 か ら増 加 傾 向
に入 った。86-89年に製 材 の生 産 と輸 出 は.5:L%,72%,合板 の 生 産 と輸 出 は53
%,106%と 急 増 した(表.4)。
しか し,そ こに は よ り大 きな課題 が残 され て い.る。 まず 第 一 に,加 工 に 回 さ
れ た 原 木量 に対 す る製 材 とパ ネル 製 品(主 体1こ士:べ・・や と合 板)の 生 産量 の 比率
を見 る と,86年の62%か ら89年の50%に大 き く:低下 して い る。 この比 率 は 製 品
の加 工 効率(素 材 か ら製 品 へ の歩 どま り)を 示 す もの 一であ り,そ の推 移 が示 す
のは,80年 代 の輸 出代 替化 の 開始 が 加工 効 率 の ア ヅプ を と.もな う もの では なか
った とい う ことで あ る。 今後 も原 木 の製 品 加工二率 は 一層 上 昇 して い くで あ ろ う。
しか し,原 木生 産 のペ ー ス を落 と してい くこ とが マ レ ー シア の木 材 産 業 の 長期
的 な前 提 であ る。 す で に原 木 の輸 出代 替 化.で太 き.な成果 をあげ た イ ン ドネ シ ア
21)州 政 府 の 製 品 加 工 率 の 目標1ま,InformationMa-ay.廊,].98.B,p.447.日本 の あ る 商 社 に よ る
と,95年 ま で に 製 品 加 工 率 が30%に 引 き上 げ られ.:(P,は確 実 て:ある 。 『日本 経 済 新 聞 』1990年2
月14日。
22)InformationMalaysia,1988,p.447,『ア ジ フ.4,11A年報 』:L989年,『東 南 ア ジ ア要 覧 』1990年。
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で も歩 どま りは50%程 度 で あ り,現 在 の 技 術水 準 の ま ま輸 出代 替 を展 開す る こ
とは,マ レー シ アの原 木 の減 産 の見 通 しを暗 くす る もの に他 な らな い。
さ らに,加 工 品 に よ る原 木 の輸 出代 替 化 戦 略 は も うひ とつ の 日ヨ難 な問 題 を抱
えて い る。 それ は 地 域的 な利 害 の調 整 が容 易 では な い ・ヒい うこ とで あ る。80年
代前 半,半 島 は マ レ ー シア の製 材 の約8割,合 板 の約7割 を生 産 した。 一 方,
ボル ネ オ2州 の原 木 生 産 の比 率 は 同期 間 に7割 弱 で あ った。
半 島 は 原木 の供 給 余 力 を しだ い に失 い つつ あ った 。表2と 註7で 見 た よ うに,
半 島で は 資源 枯 渇 の懸 念 か ら70年代 末 よ り伐 採 面 積 が大 幅 に縮 小 され た(76年
の40万haか ら85年の18万haへ)。 た しか に,そ の間 に伐 採 率 が増 大 した た
め に,原 木生 産 量 は ご く穏 や か な減 少 に と どま って 据:.いるが,少 な くと も,80
年 代 に入 って,1,000万meを越 え る原 木 の生 産 が も1;i:.や望 め な く:なった こ とは
明 らか で あ る23)。80年代 初 め,半 島 の多 くの 州が 連i郎政 府 の勧 め に した が って,
小 径 木 の製材 の ロイ ヤ ル テ ィ を引 き下 げ る措 置 を とる な ど,優 良商 品 材 の減 少
が しだ い に 明 らか に な って きた 。 しか し,88年か ら半lli≒の1:1;木生 産 はふ た た び
無 理 な増 産 に転 じた24)。家 具 を含 め た加 工部 門 を今 徴 拡充 す る方 針 で あ る こ と
か ら,原 木 供 給 が い よい よ逼 迫 して い く事 態 が考 え られ る。
ボ ル ネ オ2州 に対 して連 邦 政府 が原 木 の減 産 と輸 出 の規制 強 イ1二を要 請 し,半
島 の家 具 な どの 加 工業 界 団体 が 原 木 の禁 輸 を提 案 した の は89年の こ と で あ っ
23)『東南アジア要覧』88年に よると,伐 採面積 はさらに7.1万1:la.に縮小す る計画であったが,
これ が実行 された とすれば,haあ た りの収穫量 を80年代中期 と同 じ45meと して,半 島の生産
量 は320万皿3と なる。 しか し,88年の実績は1,236万ml}であ弓…}から大幅に食いちカ9こ とにな
り,こ れはあ り得ない。逆にもし1236万msの生産を7,]L万ha.;=:1面積噺ilなうとしたら,haあ
た り伐採量ば174m3となる。 ζれは径級Soc皿の商品材19本6:;:択伐.に相当し,明 らかに過伐で
ある。以上か ら,そ もそも88年の縮小計画が完全に実行 された.、1=考えることには無理がある。い'
ずれにしろ,半 島が原木供給の不足 と過剰伐採のジレγマに陥 ・:、ていると㌧・うことができる。実
は87年についても同様 のことがいえる。計画どお りにいけば伐採面積は1〔)万h8前後 になるのだ







た25,。その意 図 は原 木 の生 産 を少 な くと も.ナバ,サ ラ ワ ク域 内 の木 材 加 工 業 の
需 要 を満 た す程 度 に抑 え,供 給 の長期 的 な:ii…1定を図 る こ二とに あ った 。 た しか に,
ボル ネ オ2州 も半 島 と同様 に合 板 産 業 の育 成 をめ ざ し始 め た と ころ であ り,そ
の た め に上 述 した よ うに原木 輸 出 の制 限 ほ 強 め ら矛㌃た 。 とは い え.こ れ ら地 域
の 製材 と合 板 の生 産 能 力が低 い 間 は,こ れ まで輸 出指 向 性 の きわ め て高 か った
原 木 は供 給 に なお 余 力 を残 す 。 問題 は この;iiil剰分 を ど うす るの か とい うこ とで
あ った 。
連 邦 政府 が要 求 した の は減 産 で あ る。.それ を実 行 す る}こは,政 府 が開 発権 の
譲 渡 の制 限,伐 採 面積 の縮 小,原 木 禁輸 なi:この 思 い切 った 措 置 を講 じな けれ ば
衷6サ ・ミ,サ ラ ワクの 州歳 入 に 占め る森.林資 源収 入 の比 率,1963-1987






































































































































































単 位:.LOO万リ ンギ,比 率 は%
資 料=AnロualBulletinofStatistics,Sabah
25).『ア ジ ア動 向 年 報 』 ユ989年、
マレーシアの原木資源 と輸出代替化戦略Il=1問題,寸義














































































































































































な ら ない。 しか し,ボ ル ネ オ2州 の政 府 が,そ うした措 置 を と る こ とに は相 当
な困 難が と もな う。 サバ,サ ラ ワ クで は,森 林 伐 採権 を譲渡 され た者 が 原 木 の
伐 採 高 に応 じて政府 に ロイ ヤ ル テ ィを支 払 う とい うかた ち で,原 木 の課 税 が な
され てい る。 半 島 の原 木輸 出 は連 邦税 の対 象 とされ た が一 ・イヤ ノレテ ィは ボ ル
ネ オ両 州 の主 要 な財 政 源 と な った。 表6か ら もわ か る よ うに,サ ・朝 ・ゆ 経 常 歳
入 に 占 め る ロイヤ ル テ ィを中 心 とす る森 林資 源収 入 は80一弔7・自…二で平 均6エ%,サ
ラ ワ ク州 の それ は24%で あ った。 両 州 と.りわ け サ・⊂;州の財1女は木 材 資 源 に過 度
一に依 存 して い るの で あ り,加 工部 門へ 供 給 され る分 な越 えた 原木 の生 産 を削減
す る こ どは,そ の ま ま財 政 の大 幅 な減 収 に直 結す るの で あ る1,
連 邦 政 府 や 加 工 業者 か ら厳 しい 措置 を要 請 され;な:.とはい え,森 林資 源 の主権
は あ くま.でサバ,サ ラ ワクの両 州 政府 に あ る。 原 フ1;:の減産 と..禁輸 につ いて の 連
邦 と両 州政 府 の交 渉 は行 われ て い るが,明 確 な方 針 が現 在 まで定 ま った とは い
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えない。木材への財政依存が よ り少な く,加 工業 の育成 に意欲的 とな つなサ ラ
ワクと連邦政府 の間 に今の ところ大 きな摩 擦は生 ま;㍑てい ない。同州政府 は90
年9月 に伐採 の大幅削減 を求 めるITT(:〕・::国際 熱帯木材機 関)の 勧告 を受入
れ,前 向きな対応 を検討す ると発表 した2已:..、
財政問題 をめ ぐって対立 を深 めてい るのはサバ州 と連邦政府 である。89年8
月,サ バ州首相 パ イ リンは加工業界か らのi冀求 を 「外圧」 と非難 し,「 森林伐
採 はわれわれの生存 のた あに必要 であ り,木 材禁輸 を行 わない」 と明言 した。
翌90年,パイ リンは原木 の輸出上限枠 をll隊下 げる代償 と して,州 が取 得す る
石油Fイ ヤル テ ィを上 げ ることを連邦政刑 こ:要求 レが7)。
サバ 州沖合油 田の所有権 は76年に州政府か ら違1郵へ移管 され,そ の時の交渉
で州政府 のその後 の取 り分が ・イヤルテ ィの名 目で原学由生 産量 の5%と 取 り決
め られ た とい う経緯があ る。 それはその後の連邦政府 とサ・ミとの関係 に大 きな
しこ りを残 したのであ るが,原 油の移管交渉前後 の数年 間は,ボ ルネオ2州 に
伐採 ライセ ンスや請負に絡む木材利権が形成 され7セニ時期 で もあ り(サ ラワクの
原油権 限ほ実質的 に71年に委譲 された),そ して,原 油 と並ぶ重要 な資源 であ
る原木が海 外市場 を拡げ,州 財政 の基盤 と.して定着 した時期 で もあ る。パ イ リ
ンは原木の輸 出削減 に とも.なう政府 の減痢;!.を補填す るた めに,ふ たたび石油収
入 の問題 を持 ちだ し,州 が受 け取 る石油 網'ヤ ルテ ィを5%か ら50%に引 き上
げ るよ うに要求 したの であ る28)。.
しか し,連 邦政府はそれを拒否 したぽか!:か,逆に,木 材利権 の中枢 である
26)渡辺奉勝 「マレーシア ・サ ラワク州熱帯林伐採iill.減勧告1第9回 国際熱帯木材理事会の概要」
『国際資源』193,90.工2.21,連邦政府,サ ラワ1ア州政府,木 材業界は国際的な熱帯林保護運動
の高 ま りに対 して配慮 を示すようになった、原木10i.産の動 きに4'1こうした動機 もある。ただ し,
それはあ くまでマ レーシアの資源に対する主権(::Ei確1こ誰ヒ州の主権).を行使する形でなければな
らない と考 えられている。それは連邦政府の92年6月に開催さ.れる 「国連環 境会議(地 球サ ミッ
ト)」への一歩距離を置いた態度からもうかがえ乱、
27)rア ジア動 向年報』1989,90年,r東南 アジア:.i当il.覧』90年。
28)拙稿 「マレーシアの石油権益における連邦 と州1;=1.対立一一一・漣 邦園家形成の一事例(1)(2)」『経済
論叢』第 ユ47巻第4・5・6号,第148巻第 ユ・2・3号,60年代から70年代初めにおける,サ バ,サ
ラワクの石油権限 をめ ぐる州政府 と連邦政府 との:瞭占二とその結末を,連 邦によるボルネナ2州 の
自律 した地位の浸食 という形で連邦体制が形成 さ.:沙て=いく過程 として とらえた。
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サ バ財団へ圧力をかけ るとい う攻勢 に出た。その他の係争点 もあ り,10月にバ
イ リンはつ いに州の政権党PBSのNF(国 民戦線.:連邦議会で与党 とな る政
党間連合)か らの脱退 を表 明 し,禁 輸か ら生 じる損失 の補填 を重ねて連邦政府
に要求 した。事態 は連邦体制 を揺 るがす ところにll….で発展 しかねな い の で あ
る29》。
す でに 見 た よ うに,サ バ州 は78,87年の二 度 に 　':〕た り,原 木 の伐 採 ペ ー ス を
落 と し,そ れ 以 上 に輸 出 を減 らす ことで,域 内 へ の原 木供 給 を高 め る とい う,
サ ラ ワ クや 半 島 に一 歩先 ん じた 政策 を遂 行 し て きた、,それ に もか かわ らず連 邦
政 府 とPBS政 権 の 間 で激 しい 対立 が 生 じ た のは,8a年 に:PBSが 連 邦 政府 支
持 の政 党 を破 り,政 権 の座 につ い て以 来,相 互 にフ「;儒感 をっ の らせ て きた とい
うこ とが 背 景 に あ る。連 邦 の意 向 に添 う木 材政 策:ii:幽==rfつたサ ・ミで は,89年 か ら
森 林 資 源 収 入(そ の9割 以Eが 輸 出原 木 の ロイ ヤル テ ィ)減 に よ る財 政 難 とい
う弊 害 に直面 しっ っ あ る。 それ に対 して,連 邦政 府 が新 た 〉訟財 源 の確 保 とい う
方 策 を立 て ない 章 ま,減 産 と禁輸 を要 求す る ことは,木 材 利権 の弱 体 化 と反 連
邦 勢 力 の追 い落 と しの策 と受 け 止 め られ て も仕 方 力…:ない と.い貞.よう。
新 たな検討課題一 一91年か らの動向
90年12月,ボ ル ネ オ2州 は翌 年 か ら原木 輸 出 を それ ぞれ:～00万㎡ 削減 す る こ
とを発表 した。 翌年1月 に は,さ らに 削減 幅が そ れ.それ 約G.07㎡拡大 され た8。♪。
29).サバ州の有力政治家の資金源は木材伐採権 と深 く結びつい「:1・・る。木材利益の州民への還元 を
目的 として1966年に州の助成 をもとに発 足したサバ財団は広;i;=な保:有地 を有 してお り,歴 代の首
相 に近い者が管理にあたることから,と りわけ州政治の実権:1…='大きく支える役割を担 ってきた。
90年L月,連邦汚職調査局は州首相の実弟でサバ財団の会長 に対 して,木 材輸 出に関わる汚職容
疑などで逮捕 した。rア ジア動向年報』1990年,364ページ。=i5ら1こ,マハテ ィール連邦首相 は
同年秋 に,原 木輸出の削減 に応 じないサバに対 して,同 州森林局への援、助や融資保証を打 ち切 る
ことを検討する と発表 した。r東 南アジア要覧』1990年,1:.i…4.5ぺ」一 シ:】。
サラワク州において も最近,木 材伐採権が政治家の資金源1:二な り,その.た.め政争 の道具 となっ
ている実態がと りざたされた。87年11月,タイプ州首相は対立する野党党首(ラ ーマ ンPermas
党首)が その首相在任中に不公平な伐採権の分配 を行.,たと1..'て:.,それ ら15件(125万ha)を取
り消した。rア ジア動 向年報』1987年,『東 南アジア要覧』:L;37年。
30)『 アジア動 向年報』1990年,r東南アジア要覧』1990年。
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その後 も,原 木減産,そ れ以上 の輸出抑制
さらに固ま りっつ ある。 しか し,原 木 の急
で近い将来)も た らす州財政 の減 収に対す
はた して,州 の歳入は どのよ うな影響 を受
の供給増を受 ける加工 部門には どの程度 の
経済的問題 につ いては,上 述 したサノミと連
け る木材利権 の変質 な どの よ り詳 しい政治
したい。
本稿 の と りあ えずの結論 は,森 林資源 の
っ ある とい う認識 を木材政策 の原点に据 え.
の向上,そ してボルネオ2州 の財政 の補填
ば な らない,と い うことであ る。
「..・3号・
一:=1、,・う方 向 が地 域 的 な対 立 を越 えて
'.:な減 産 が(.サバ で現 在
,サ ラ ワク
ii方策 は依然 と して 定 か では ない 。.
・:.幽よ う、1=して い るの か,ま た,原 木
;/:長σ)可能 性 が あ る のか,こ れ らの
邦 政 府 との政 治 的 な対立,両 州 に お
.上:、の問 題 の分 析 と と もに,別 稿 を期
.蔵.少が しだ い に深 刻 な もの に な りっ
,.減産 態 勢 の確 立 と加工 部 門 の技 術
策 の確 立 に,早急 に取 りか か らな けれ
